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随 想

腎動脈撮影法について

自衛隊中央病院医長 岸 本 孝

先 日某新聞にのつ ていた湯川博士のエ ックス線 と題する随想 のなかに,あ る科学的 な発見が何

年か後 に若返える ことが あると書かれてい るのを読み,腎 動脈撮影法についても同 じような こと

がいえるとふ と思つたことで ある.

わ た くしが東大泌尿器科の市川先生 の ところ に入局 したのは昭和24年 の秋であ り,入 局 して数

年後,た またま先生が昭和10年 頃か ら着手 して おられその後中断 されていた腎動脈撮影法に興味

をもち,先 生 の御指導 の もとに実際 に患者 に応用 し始 めたのが昭和27年(1952年)の 初め頃から

であつた.DosSantosが 経 腰的撮影法を発表 した のが実に1929年 の ことであ り,そ の後発展 し

た逆行性撮影法は1938年 の先生 の御発表が創始であるこ とがわかったが,こ の当時 までに既 に腎

動脈撮影法の基礎的な研究 は殆 ん ど完成 されていた といっ てもけっして過言ではない.事 実わた

くしが文献 を調べなが ら本法 を手がけ てみてい ささか落胆 したのは,わ た くしの行つていること

が単なる当時の追試 に過 ぎず,こ と新 しい知見は殆 んどない とい うことであつた.

本 法の画期的 な発展当初に引 き続 いていろいろの理 由か ら一時blankの 時 代があ るが,そ の

後 これが内外において広 く臨鉢的 に応用 される ようになつたのはいうまで もな く副作用の少 ない

高濃度 の有機 ヨー ド造影剤 の出現 によるものである.こ れに よつて本法の臨林的価値が再評価 さ

れ,1955年4月 にアテネで開催 された国際 泌尿器科学会で も取 り上げ られた ことは御承知の通 り

であ り,い ろいろの手技,装 置についての研究は勿論,各 種 の腎疾患に対 する診断的価値,腎 機

能検査法 としての価値 な どにっいては論述 しつ くされた感がある.し か し学 問的 な興味 は別 とし

て日常遭遇 するいろいろ の腎疾患 の診断上 どう して も本法が必要で あるような場合は案外 に少な

いものであるのは事実で,わ た くしも一応各種 の腎疾患に行つ てみた経験 からわた くしな りに本

法の臨鉢的適応の限界を知つたつも りでいた.

ところが最近になって所謂腎性高血圧の うち特に腎動脈 の閉塞性疾患 による高血圧が脚光をあ

び,本 症が従来 考え られていた程稀 な疾患ではな く,し かも血管外科の進歩 した現在 では偏側性

のものだけでな く,両 側性の もの も外科的に治療 し得 る とい うことが強調 され るに至 り,本 症に

対する腎動脈撮影法 の診断的価値が再び高 く評価 され るようになつたわ けで ある.わ た くし自身

の論文 も含めて1955年 前 後に多数み られる論文 の適応 の項 をみ ると,い つれ も腎動脈 の閉基性病

変(腎 性高血圧 あるいは原因不 明の高血圧)と いう項 目を挙げてはいるが,当 時まで の臨琳 例は

未だ極 めて少数で多 くは将来 におけ る課題 として注意 を喚 起 してい るに止 まつている・

最近 みられ るこの方面の多数の業 績に刺戟 され たわ けで もないが,わ れわれの ところで も側腹

部の疹痛のみを主 訴 とした腎動脈瘤 の1例 と腎動脈の狭窄(先 天性?)に よ る高血圧の1例 を引
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き続 いて経験 しており,腎 動脈 自身の疾患 が本邦 にも案外あ るのだな とい う感 を深 くしている.

ちなみに腎動脈瘤の1例 は動脈瘤 の摘除後 の動脈欠損部 の修復が できず止む を得ず腎別 したが・

腎動脈狭窄 の1例 は狭窄 部に対す る自家大伏在静脈片のパ ッチ移植術 によ り術後未 だ4ヵ 月 では

あ るが,現 在の ところ経過順調で血圧 は術後 よ り正常血圧 を維持 している・

腎動脈の閉塞性疾患の病因に関 する概念 も漸次 明らかになつてきてお り・(1)atherosclerotic

plaque,(2)segmentalmuralfibrosis,(3)idiopathicthrombosis,(4)muscularand

fibromuscularhyperplasia,(5)intimalsclerosis,(6)dissectinganeurysmな どが挙

げられてい るが,や は り最も多 いのは動脈硬化性病変で あり,そ の他の ものについては症例数の

増加 とともに更 に今後の研究 を要す るようである.

腎 動脈の閉塞性疾患による高血圧 の頻度については最近ClevelandClinicのPoutasseは 選

定 された617例 の 高血圧患者の うち腎動脈撮 影法によ り173例 に 偏側性 あ るいは両側性 の腎動脈閉

塞性疾患を発見 して おり,本 症は恐 らくすべての高血圧症 の10～15%を 占め ると述べ ているが・

もしそ うだ とす るとかな り高率 にみ られ るものと考えねばな らない.

本 症の診断(発 見)に はまつ高血圧患者の選定 が問題で あるが,こ れ らの患者 は元来 が内科 の

患者であ るのが普通 であるか ら,こ れには泌尿器科か らのPRも 大いに必要 であ ると思 う.原 因

不 明の高血圧 に対 して従来 いろいろ挙 げられてい る本症 の臨林上の特徴一 これ らはあ まり当てに

ならないようで あるが一 を参考に し,腎 性因子の存在す る可能性 のある患者 はす べて泌尿器科へ

廻 して貰 うとよいのであるが,実 際 にはそ ううま くゆかぬ ことも多 い.

診断 法 として現在 の ところ重要 なものは,(1)排 泄 性腎孟撮影 法,(2)腎 動 脈撮影法,③ 各腎機能

検査,(4)レ ノグラムの4つ に しぼられ ると思われ るが,こ の うち レノグ ラムは未 だ一般 には普及

しておらず,将 来大 いに期待 され るもの として保留 し,排 泄性腎孟撮影 を行 うまでは まつ異論が

あるまい.こ の際腎,腎 孟 の大 きさ,造 影剤 の排泄状 態,腎 孟腎杯 の形態な どにっい て左右を比

較 しっっ詳細に観察す ることが重要であ るのはい うまでもないが,本 症が存在 しても左右 ともあ

らゆ る点で全 く正常像の場合 も少 な くないようで ある.

そ こで次の段階 の診断 法 として腎動脈撮影法 といろいろの各腎機能検査 とが残 るわ け で あ る

が,本 症のscreellingtestと して このいつれが優先 す るかについ ては今 なおいろいろ と興味あ

る議論がかわ されてい る.ま つ腎動脈撮影 を行い,そ の結果 なお疑わ しい もの あるいは更に確診

の必要があ るときには各腎機能検査 を行 うとす るものも多 く,本 症が腎動脈の疾患に よるもので

あ り・両側性 の場合 もあ ること・終局 の目的は外科的 治療 の対 象 となるものの発見に あることな

どを考慮す ると,わ た くしもまつ腎動脈撮影 を行つてみ る方が手 とり早 い と思ってい る.た だし

病変の位置(例 えば腎動脈起始部や腎内の末梢分枝に生 じたもの)に よつ ては明らか に描出され

ない ことが あり,ま た もしこれで狭窄像 が描 出された としても,描 出された狭窄像が果 して高血

圧 の原因になつているか どうかの裏附けがない.従 つて現 段階では本症 の診断上 この両老 は互に

riva1で は な くcomplementaryの もので・ ともに重要な診断法 であ るとい うのが妥当 な意見

と思われ る.

腎 動脈撮 影法についての懐古か ら・話 しが腎動脈の閉塞性疾患 による高血圧 の問題 になつてし

まつたが・最後 に本症の報告例のうち多い ものではその約半数 に上腹部 の収縮期雑音(systolic

bruit)が 聴 取 され てお り,こ れは聴診器一つ あれぽいつ どこでもでき る簡単 な検査で あるから
,

原 因不 明の高血圧患者 に対 しては一応行つてみ るべ きであろ うとい うことを附記 してお く
.




